
運ばれてきた石や砂がつもる中流 

 川が山地をぬけた平野から始まる中流

部では、川のかたむきはゆるやかになり、

水のいきおいも弱まります。そのため、

上流から運んできた石や砂を運びきれず

に、つもらせます。 

 川の水が石や砂を運ぶことを運ぱん作

用、石や砂をつもらせることをたい積作

用といいます。 

中流のようす 

川が曲がりくねっているよ

うすは蛇ににているので

蛇行とよばれています。 

山あいの出口にひろがるせん状地 

 山あいの出口は、下流にむかって扇を

ひろげたように石や砂がたい積するので

せん状地とよばれています。 

川の豆知識 曲がりくねったむかしの流路が残る中流部 

 中・下流部の川が曲がりくねった場所は、

大雨で水のいきおいが強くなると、むかしは

よく水があふれることがありました。いまは、

そのような場所は、川を直線的になおしたの

で、曲がりくねっていた場所は、池として残

されることになりました。 

池になっているむかしの荒川のあと（川島町） 
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